
運転免許を返納しやすい環境について

【アンケート概要】 WEBアンケート
◇実施期間:2022年6月17日(金)～21日（日）
◇回答:150名（具志川地区:88サンプル 与那城・勝連地区: 11サンプル 石川地区:51サンプル）

参考資料2

運転に不安を持った方が、運転免許を返納しやすい環境となるよう、意見を聴取し、最大限取り入れてもらいたい。

◆交通会議 委員からのご意見

コロナ禍を踏まえ、うるま市民を対象としたWEBによるアンケート調査を実施し、その中で運転免許を返納
しやすい環境の条件について尋ねた。

回答者属性（N＝150）

公共交通の使いやすいダイヤ
公共交通の運賃額の負担軽減
公共交通の自宅付近までの運行
公共交通の商業施設や病院への積極的な乗り入れ
移動販売の充実
宅配サービスの充実（ネットスーパー等）
どのような環境でも返納は考えない
その他

結果:「運賃負担軽減」が最も多く、次いで「ダイヤ」・「自宅付近までの運行」の順となった。
今後は、市内公共交通全体の運賃体系について検討を進めると共に、より利便性の高い公共交通について模索する。

Q.免許返納についてお伺いします。どのような環境であれば今後運転免許を返納しやすくなりますか?
（複数回答）※選択肢中の公共交通とは、路線バスや公共施設間連絡バス、デマンド型乗合タクシーを指します。


